
第１問 地球に関する次の問い（Ａ～Ｄ）に答えよ。（配点 ２７）

Ａ 地球の構造と地震に関する次の問い（問１～３）に答えよ。

問 １ 地球全体に対する核の大きさを表した断面図として最も適当なものを，次

の�～�のうちから一つ選べ。ただし，灰色の領域は核を，実線は地球の表

面を表し，断面は地球の中心を通る。 １
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問 ２ 地殻とマントルについて述べた次の文ａ・ｂの正誤の組合せとして最も適

当なものを，下の�～�のうちから一つ選べ。 ２

ａ リソスフェアは，アセノスフェアよりやわらかく流動しやすい。

ｂ 地殻とマントルの境界（モホロビチッチ不連続面）は，大陸地域よりも海

洋地域のほうが深い。

ａ ｂ

� 正 正

� 正 誤

� 誤 正

� 誤 誤
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問 ３ 次の図�は，ある地域における震源距離と地震発生から P波到達までの

時間との関係を示したものである。また，この地域では，震源距離 D〔km〕

と初期微動継続時間 T〔秒〕について，D＝８．０Tという関係がある。

この地域で発生したある地震において，地震発生から３．０秒後に緊急地震

速報が受信された。震源距離４０kmの場所では，S波到達は緊急地震速報の

受信後何秒後か。その数値として最も適当なものを，下の�～�のうちから

一つ選べ。ただし，緊急地震速報はこの地域全域において同時に受信される

とする。 ３ 秒後
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図� 震源距離と地震発生から P波到達までの時間との関係
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Ｂ 地質に関する次の文章を読み，下の問い（問４・問５）に答えよ。

ジオくんは，次の図�に示したある地域の道路沿いの露頭 Xから露頭 Zま

での地質を調べた。露頭 Xでは花こう岩と結晶質石灰岩を観察し，露頭 Yでは

図�のスケッチを作成した。露頭 Xの結晶質石灰岩は，露頭 Yと同じ石灰岩

が変成した岩石である。また，露頭 Zでは露頭 Yと同じ泥岩が露出していた。

⒜ ⒝

露頭　X　方向

結晶質石灰岩

露頭　Z　方向
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図�  露頭 Xと露頭 Y，露頭 Zの位置を示す図
 露頭 Yのスケッチ（露頭面は平面とする）

しゆうきよく

問 ４ 上の図�に示した露頭 Yで観察された岩脈，不整合，褶 曲が形成され

た順序として最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。 ４

� 褶 曲 → 不整合 → 岩 脈

� 褶 曲 → 岩 脈 → 不整合

� 不整合 → 褶 曲 → 岩 脈

� 不整合 → 岩 脈 → 褶 曲
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問 ５ 露頭 Yでみられた不整合面上の礫岩には，露頭 Xの花こう岩が礫として

含まれていた。また，露頭 Xの花こう岩は白亜紀に形成されたことがわ

かっている。露頭 Yの石灰岩と露頭 Zの泥岩から産出する可能性のある化

石の組合せとして最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

５

露頭 Yの石灰岩 露頭 Zの泥岩

� ビカリア リンボク

� ビカリア モノチス

� 三葉虫 クックソニア

� 三葉虫 デスモスチルス
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Ｃ 次の図�は，含まれる SiO�の割合による火成岩の区分とおもな造岩鉱物の量

（体積％）を示している。火成岩に関する下の問い（問６・問７）に答えよ。
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図� 含まれる SiO�の割合による火成岩の区分とおもな造岩鉱物の量（体積％）

問 ６ 上の図�中のＡ～Ｃに入れるおもな造岩鉱物の組合せとして最も適当なも

のを，次の�～�のうちから一つ選べ。 ６

Ａ Ｂ Ｃ

� 輝 石
かくせんせき

角閃石 かんらん石

� 輝 石 かんらん石 角閃石

� かんらん石 輝 石 角閃石

� かんらん石 角閃石 輝 石

	 角閃石 輝 石 かんらん石

� 角閃石 かんらん石 輝 石
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問 ７ ある火成岩は�種類のおもな造岩鉱物から構成されていた。それらの量を

計測したところ，石英の量が２０体積％であった。この岩石の色指数を前

ページの図�から求めた場合，その数値として最も適当なものを，次の�～

�のうちから一つ選べ。 ７

� １０ � ４０ � ６０ � ９０
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Ｄ 変成作用に関する次の問い（問８）に答えよ。

問 ８ 変成作用およびそれによって生じる岩石について述べた文として，誤って

いるものを，次の�～�のうちから一つ選べ。 ８

� 結晶片岩では，変成鉱物が一方向に配列した組織が見られ，面状にはが

れやすい。

� 接触変成作用は，マグマとの接触部から幅数十～数百 kmにわたってお

こる。
へん ま がん しま も よう

� 片麻岩は鉱物が粗粒で，白と黒の縞模様が特徴である。
ち みつ

� ホルンフェルスは硬くて緻密である。
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省略



問 ２ 前ページの下線部に関連して，茶碗の湯が表面から冷える過程として最も

適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。 １０

� 可視光線の反射 � 紫外線の放射

� 二酸化炭素の放出 � 潜熱の放出

問 ３ 前ページの下線部に関連して，温度差をおもな原因とする鉛直方向の動き

が，全体の動きを駆動している現象として適当でないものを，次の�～�のう

ちから一つ選べ。 １１

� 海洋の深層循環 � 続成作用

� 粒状斑 � ハドレー循環

問 ４ 著者はこの随筆の別の箇所で，茶碗の湯から湯気が渦を巻きながら立ち上る

様子について記述している。このことに関連して，上向きの流れや渦がもたら

す現象や自然災害について述べた文として最も適当なものを，次の�～�のう

ちから一つ選べ。 １２

� オゾンホールは，渦を伴う上昇気流がオゾン層に穴をあけることで発生す

ることが多い。

� 親潮は，台風の渦による気圧の変化や海水の吹き寄せによって生じる。

� 火砕流は，火山噴火に伴う火山灰が成層圏まで達するような強い上向きの

流れである。

� 積乱雲は，強い上昇気流を伴い激しいにわか雨や雷雨をもたらすことがあ

る。
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第３問 先生と生徒（ソラとヒロ）との次の会話文を読み，下の問い（問１～３）に答

えよ。（配点 １０）

ただよ ちり

先生：太陽系は，宇宙に漂っていたガスや塵などの星間物質から生まれたのだ

けれど，どのようにしてできたんだろう？

ソラ：星間物質が集まってできた雲の密度の高い部分が重力で収縮して，原始太陽

ができました。収縮がさらに進み，中心部の圧力と温度が十分に高くなると，

ア の核融合反応が始まり，主系列星の太陽が誕生したのだと思います。

先生：そのようにして生まれた原始太陽の周りにたくさんの微惑星が形成され，そ

れらが衝突・合体して原始地球がつくられたんだ。その後，原始地球はどう進

化したんだろう？

ヒロ：原始地球が大きく成長するにつれて，地表面の温度が上がり，岩石がと

けて地表面を覆い， イ ができたのだと思います。

問 １ 上の文章中の ア ・ イ に入れる語の組合せとして最も適当なもの

を，次の�～�のうちから一つ選べ。 １３

ア イ

� 水 素 ホットスポット

� 水 素 マグマオーシャン

� ヘリウム ホットスポット

� ヘリウム マグマオーシャン

問 ２ 上の文章中の下線部に関連して，星間物質について述べた文として最も適

当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。 １４

� 星間空間の塵は，地球に到達するとオーロラとして観測される。

� 星間空間の塵は，大部分がビッグバン直後に形成された。

� 星間ガスは，恒星から放出された物質を含む。

� 星間ガスは，ヘリウムを含まない。
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問 ３ 前ページの文章中の下線部に関連して，原始地球の表面温度が上昇したお

もな原因は次のａ～ｄのうちのどれとどれか。その組合せとして最も適当なも

のを，下の�～�のうちから一つ選べ。 １５

ａ 太陽風

ｂ 微惑星の衝突

ｃ 大気の温室（保温）効果

ｄ 地球内部の核融合反応

� ａ・ｂ � ａ・ｃ � ａ・ｄ

� ｂ・ｃ � ｂ・ｄ � ｃ・ｄ
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問題と解答は、独立行政法人　大学入試センターホームページより転載しています。
ただし、著作権上の都合により、一部の問題・画像を省略しています。
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